
 本稿では，ゲルマン語強変化動詞第2種につき，各言語における語幹形成と
語彙の変遷を辿ってみたい。強変化動詞の語幹形成と語彙の変遷は，言語によ
り多様な様相を示すが，第2種の動詞に対象を絞った上で各言語を比較し，現
在見られる言語間の相違がいかなる過程を経て生じたか，各言語がいかなる特
徴を持つに至ったかを見ていきたい。
 強変化動詞の語幹形成及び語彙の変遷は，基本的には分散的な発展である。
そこでまず，ゲルマン祖語から各言語の文献時代の初期までで，強変化動詞第
2種の語幹形成法がどれだけ変化したか，各言語の文献時代の初期において，
どの動詞が強変化第2種に属していたかを見，この段階ですでにどの程度言語
間で相違が見られるかを示す。その後，各言語の文献時代初期から現代まで
の発展を見ていくことにする。文献時代初期の記述の際，取り上げる言語は，
ゴート語，古アイスランド語，古スウェーデン語，古高ドイツ語，古ザクセン
語，古英語，古フリジア語とする。古アイスランド語と古ノルウェー語は差異
がほとんど無いので，古西ノルド語は古アイスランド語で代表させる。古東ノ
ルド語については，古スウェーデン語と古デンマーク語の差がさほど大きくな
いことに加え，古デンマーク語の資料上の制約の問題もあるので，古スウェー
デン語で代表させる。古期オランダ語も資料上の制約のため，文献時代初期に
関する記述の中で単独では扱わず，中期オランダ語以降の発展を記述する中
で，必要なことがあれば触れるにとどめることとする。

1.0. ゲルマン祖語，文献時代以前の北・西ゲルマン語
 ゲルマン祖語における強変化動詞第2種のアプラウトは，標準階梯の現在語
幹を持つ場合，eu – au – u – u （現在語幹─過去単数語幹─過去複数語幹─過去
分詞の語幹の順） である。これは起源的には，アプラウトを行う eの後に ŭが
続いたものであり，インド・ヨーロッパ祖語の e – o – 0 – 0というアプラウト
をそのまま引き継いだものである。
 アオリスト現在形を持つ場合，現在語幹の幹母音は，本来現れるはずの uで
はなく，ūである。短母音ではなく長母音が現れていることについては諸説あ
り，はっきりしたことは分からない１。強変化動詞第2種の中には，言語により
１ たとえば，Hirt （1932）, §133; Campbell （2003 ［31968］）, §736, （b） は，強変化動詞第1種への類
推 （ī	:	ai	:	i	=	X	:	au:	u		X=ū） としている。Kuryłowicz （1969） は，強変化第3種・第4種で成節的子
音が幹母音の前にあるタイプの動詞への類推で，成節的子音が同じく幹母音の前にあるアオリス
ト現在形を持つ強変化動詞第2種において，uが ūになった（（-）ReT : （-）Rut = （-）Reŭt : （-）RuŭT （= 
-RūT） （Rは成節的子音，Tは子音）） としている。

ゲルマン語強変化動詞第2種の歴史的変遷（1）

下嵜　正利
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標準階梯の現在語幹を持ったりアオリスト現在形を持ったりするものや，同一
言語内で両方の語幹を持つものがある。そうした動詞については，右肩に #を
付して示すことにする。
 ゲルマン祖語において，文法的交替は，現在語幹が無声摩擦音で終わってい
る場合，規則的に起こった。すなわち，現在語幹と過去単数語幹では無声摩擦
音，過去複数語幹と過去分詞の語幹では有声摩擦音が現れた。語幹を構成する
子音に関してはその外，語幹頭子音や語幹末子音が後続母音の影響を受け変化
することもなかった。
 北・西ゲルマン語では，germ. uは２，次音節の母音が aだと oへと変化する 
（a-ウムラウト）。この変化は，過去分詞の幹母音に関わってくる。現在語幹の
幹母音として現れる germ. euも，次音節の音の影響により変化する。これには
言語により若干差異があったようであるが，次音節の前舌高母音及び jの影響
による iuへの変化は，すべての北・西ゲルマン語に共通して見られる。
　 i-ウムラウトも，北・西ゲルマン語に共通して見られる現象であるが，強変
化動詞第2種の語幹形成において i-ウムラウトがどのように関与してくるかは，
言語により相違が見られる。なお，上述の euから iuへの変化も i-ウムラウト
と呼ばれることがあるが，本稿では i-ウムラウトと言った場合，この音変化は
含まないこととする。

1.1. ゴート語
 germ. euは，ゴート語では iuになる。germ. auは，áuになる。germ. uは，h, 
ƕ, rの前では aúに，その他の音環境では uのまま保持される。これらの音変
化により，標準階梯の現在語幹を持つ強変化動詞第2種で語幹が hで終わって
いないものは iu – áu – u – u，語幹が hで終わっているものは iu – áu – aú – aúと
いうアプラウトになる３。
 iu – áu – u – uというアプラウトを行う動詞には，次のものがある４。

   -biudan, biugan#, driugan, driusan, giutan, hiufan, -hniupan, kiusan, kriustan, 
liudan, liugan, -liusan, niutan, siukan, -skiuban#, sliupan#, -þriutan

 iu – áu – aú – aúというアプラウトを行うのは，þliuhanと tiuhanの2語のみで
ある。
 アオリスト現在形を持つ動詞は，lūkan （schließen）のみであり，ū – áu – u – u
というアプラウトを行う。

２ 特に断っていない限り，母音の変化はアクセントの有る音節におけるものとする。
３ 語幹が ƕ, rに終わる強変化動詞第2種は存在していない。
４ ゲルマン祖語の形のアルファベット順で配列している。以下同様。
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 germ. *blewwanは，Holtzmannの法則により bliggwanとなり，強変化第3種
へと移行している。
　文法的交替は，すべて無声摩擦音の方に統一する形で排除されている。

1.2. 古アイスランド語
 germ. euは，ノルド祖語において，次音節に前舌高母音あるいは jがある時，
iuになった。ノルド祖語においては，euと iuの分布は次音節の音によってい
たが，古アイスランド語では，euからの発展形である ióと iuからの発展形で
ある iúの分布は，後続子音に応じたものへと変化し，ióは歯音の前，iúは唇
音と軟口蓋音の前という形になる５。
 直説法現在2人称・3人称単数形では，i-ウムラウトにより標準階梯の現在語
幹を持つ動詞もアオリスト現在形を持つ動詞も幹母音が ýとなり６，この ýは
直説法現在1人称単数形にも入り込む。その結果，直説法現在単数形の幹母音
はすべての人称で ýとなる。直説法現在2人称複数形では，語尾が -iðであるに
もかかわらず i-ウムラウトが見られず，そのため直説法現在複数形の幹母音は
すべての人称において不定詞の幹母音と同一となる。
 germ. h及び germ. ǥが語末で無声化し生じた hの前では，germ. auは óになる。
この変化の後，hは脱落する。germ. uは，R-ウムラウトを受けると øになる。
接続法過去形では，i-ウムラウトにより uが yになる。
 過去分詞の幹母音は，R-ウムラウトを受けていない限り，a-ウムラウトを受け
た oであるが，接尾辞は -an-ではなく -in-である。すなわち，古アイスランド
語の強変化動詞の過去分詞は，-an-という接尾辞を持った形態と -in-という接尾
辞を持った形態の混淆形態である。これは他の北ゲルマン語でも同様である。
 古アイスランド語において，語幹が ð, tに終わる動詞のアプラウトは ió （ý） 
– au – u – o （かっこ内は直説法現在単数形の幹母音） となる。具体的には次の
動詞である７。

５ ゲルマン祖語から古アイスランド語までの germ. euの発展過程については，諸説ある。本稿で
は主として，Krause （1971） と Ranke/Hofmann （41979） に依っている。Heusler （71967） は，germ. 
euは，歯音 , h, mが後続している時のみ a-ウムラウトを受け eoとなり，eoは後に ióとなった 
（§49）。germ. euは，次音節に i, jがあると iuになり （§51），古アイスランド語において更に i-
ウムラウトによって ýになった （§57）。eoにも iuにもならなかった germ. euは，iuを経て iúに
なった （§51, Anm; §53, 3） と仮定している。Noreen （51970） は，germ. euは，次音節の母音が i, 
uの時，及び直後に Rが続く時 iuになった。その他の音環境では iǫuになった （§56）。iuは i-
ウムラウトを受けると ýに，受けていない場合は iúになった （§63, 13; §100）。iǫuは f, g, k, p
の前で iúに，その他の場合は ióになった （§101）と仮定している。
６ 古アイスランド語において，強変化動詞の直説法現在2人称・3人称単数形の語尾は，共に -rで
ある。i-ウムラウトによる ió, iú, ú > ýという変化は，まだテーマ母音が iという形で存在してい
た文献時代以前の時期に起こったものである。
７ この他，riótaもここに加えることができるかもしれないが，帰属がはっきりしない。
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   bióða, brióta, flióta, gióta, hlióta, hnióða, hrióta （herausspringen）, hrióta# 

（schnarchen）, hrióða （leer machen, ausladen）, liósta, nióta, rióða, sióða, skióta, 
þióta#, þrióta

語幹が sで終わる動詞の場合，文法的交替により生じた R < zが R-ウムラウト
を起こし，アプラウトは ió （ý） – au – ø – øとなったが，giósa, hniósa, hriósaで
は文法的交替が sの方で平均化され，アプラウトも語幹が ð, tに終わる動詞と
同様，ió （ý） – au – u – oとなった。friósaと kiósaでも同様の形態が見られるが，
古い変化形も残っている。kiósaでは，文法的交替は残っているが，アプラウ
トが語幹が ð, tに終わる動詞と同様となってる形態も見られる。また，friósa
も kiósaも，強変化第7種の verba puraへの類推で，過去形にそれぞれ frøra, 
køraという形態を生じている。friósaと kiósaの各語幹形態のヴァリエーショ
ンは，次の通りである８。

  friósa （frýss） – fraus/frøra – frusom/frørom – frosenn/frørenn
  kiósa （kýss） – kaus/køra – kusom/kørom/kurom – kosenn/kørenn/korenn

 語幹が f, k, pに終わる動詞は，アプラウトが iú （ý） – au – u – oとなる。この
パターンを示す動詞には，次のものがある。

  driúpa, fiúka, kliúfa, kriúpa#, riúfa, riúka, striúka

語幹が gに終わる biúga#９, fliúga, liúga, smiúga#は，アプラウトが iú （ý） – ó – u – 
oとなる。直説法過去単数形で h < ǥは，1人称と3人称では消失，2人称では語
尾と同化し，-ttとなる。これらの動詞の過去単数語幹には，音韻法則に則っ
た形態と並んで，類推的に形成された -augという形態も存在している。
 lúka （schließen）, lúta10, stúpa, súga, súpaはアオリスト現在形を持ち11，lúka, 
lúta, stúpa, súpaは ú （ý） – au – u – oというアプラウトを行う。súgaは過去単
数語幹に音韻法則に則った só-という形の他，類推的な saug-を持つ。lúkaと
súgaでは，古アイスランド語の末期になると，まれではあるが，類推により現
在語幹の幹母音として úの代わりに iúを示す例が現れ始める。
８ øは13世紀，時折 eになる。Noreen （51970）, §488及び Ranke/Hofmann （41979）, §7, Anm.を参
照のこと。
９ biúgaは，直説法過去複数形と過去分詞の例しか残されておらず，不定詞が biúgaであったのか
búgaであったのか不明であるが，Cleasby/Vigfusson （1993 ［21957］）, de Vries （1977）, Zoëga （1981 
［1910］） に従い，biúgaとしてあげた。
10 lútaは過去形において，弱変化第3種の形も示している。
11 古ノルウェー語では，dúfaという動詞も見られる。
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 flýiaは，現在語幹の幹母音が常に ýである。この ýは，直説法現在単数形の
幹母音が本来の領域を越えて用いられるようになったものである。過去形は，
詩語では文法的交替を伴った fló – flugomという形態が見られるものの，ふつ
うは弱変化である。過去分詞は弱変化形しか残されていない12。
 tióにおいては，強変化形は過去分詞の togennが残されているのみで，意味
的にも限定されている （„gezogen“）。これ以外の過去分詞及び過去形は弱変化
であり13，現在形は特殊な変化を示している14。
 形容詞化した過去分詞のみが残されていることもある。次の語がそれにあた
る。

  hokenn, hroðenn （mit Metall überzogen）, loðenn, rotenn （verfault）, snoðenn

幹母音が úとなっているが，fúennと lúennもここに加えることができるかも
しれない。
 Holtzmannの法則により -ww-が -ggv-となった bryggva15, gyggva, hnǫggva16, 
tyggvaは強変化第3種へ移行している。

1.3. 古スウェーデン語
 ノルド祖語における euと iuは，古スウェーデン語において平均化により
iuに統一され，iuは更に iūへと変化する17。iūはその後，子音 + rの後で ȳへ
と変化する。iūから ȳへの変化は，時代が下ると単独の r及び子音 + lの後で
も起こってくる18。直説法現在2人称・3人称単数形では，i-ウムラウトが起こ
り，iū, ūが ȳになった。しかしながら，この現在語幹において生じた iū, ūと
ȳの交替は平均化され，ȳが排除されていく。もっとも，この ȳの排除は古ス
ウェーデン語において完全には行われておらず，直説法現在2人称・3人称単数

12 弱変化過去形には flóþa, flǿþa, flýþa, flúða，過去分詞には flóeþr, flǿeþr, flýeþr, flýþr, flúiðr, flúðrと
いった形が見られる。なお，flǿþa, flǿeþrから，flǿiaという別形が逆成されている。
13 過去形には tǿþa, týþa, tióaþa，弱変化過去分詞には tǿþr, týþr, tióaþrという形が見られる。なお，
tǿþa, tǿþrから tǿiaという別形，týþa, týþrから týiaという別形が逆成されている。
14 tióaは直説法現在形において，tió, týr, týr, tióm, tióeþ, tióaと人称変化する。
15 bryggvaは，過去分詞の bruggennしか残されていない。古スウェーデン語の bryggiaでは，4つ
の語幹すべてを見ることができる。
16 hnǫggvaでは，現在語幹の幹母音が変則的である。hnǫggvaには hnyggjaという別形もある。
17 Noreen （1904）, §163, Anm.3を参照のこと。
18 同書§122, 2及びWessén （2012 ［1970］）, §11, 35頁を参照のこと。古デンマーク語では，iūは
lの前にある時，及びその他若干のケースを除き，ȳになる。強変化動詞第2種で語幹が lに終わ
るものは無いので，古デンマーク語では，強変化動詞第2種の現在語幹の幹母音は常に ȳである。
Ranke/Hofmann （41979）, §56, 5及び Skautrup （1968 ［1944］ – 1970）, 1. bind, §30, 249-250頁を参照
のこと。

－51－



形で幹母音が iū, ūの形態と並んで幹母音が ȳの形態が残されていることもあ
り，またいくつかの動詞では，現在語幹の幹母音を iūで統一した形態と ȳで
統一した形態が併存する状態となっている19。
 germ. auは ȫとなる。接続法過去形では，i-ウムラウトが起こらず，uが現れ
る20。過去分詞では，本来 -an-, -in-の a, iが脱落した形態において現れていた u
が全変化形において用いられるようになる21。
 古スウェーデン語において，次の動詞は iū –	ȫ – u – u というアプラウトを示
している22。

   biūþa, fiūka, fliūgha （> flȳga）, fliūta （> flȳta）, giūsa23, giūta, liūta, niūsa, riūta （> 
rȳta）, kiūsa （bezaubern）, kliūva （> klȳva）, liūgha, liūsta24, niūta, riūva （> rȳva）, 
riūka （> rȳka）, riūsa （> rȳsa）, riūþa （> rȳþa）, siūþa, skiūva#, skiūta, smiūgha#, 
þiūta#

germ. *keusanは，„erwählen“ の意味の時は強変化形が直説法過去複数形 koro-
と過去分詞 korinしか残されておらず，他の形態では低地ドイツ語からの借
用語で弱変化第2種の koraの変化形が用いられている。なお，古スウェー
デン語では，文法的交替はこの koro-, korinにその名残が見られるのみで，
„bezaubern“ の意味の kiūsaも含め語幹が sに終わる他の動詞では，排除されて
しまっている。
 単独の r及び子音 + lで始まる動詞にあっては，現在語幹の iūは，上述のよ
うに ȳへと変化していく。
 次の動詞は，現在語幹の幹母音を iūで統一した形の外，ȳで統一した別形を
持っている。

  biūþa/bȳþa, giūta/gȳta, liūta/lȳta, niūta/nȳta, skiūta/skȳta, smiūgha/smȳgha#

 また，skiūva#には skūva#という別形が見られる。
 次の動詞は，ȳ – ȫ – u – uというアプラウトを示している （上掲のものを除く）。

19 Noreen （1904）, §529, 1及び561, Anm.4を参照のこと
20 同書§564, Anm.6を参照のこと。
21 同書§569, 1を参照のこと。また -an-の痕跡及び -in-による i-ウムラウトを残している例につ
いても同箇所を参照のこと。
22 この他，niūdhaもここに加えることができるかもしれないが，帰属がはっきりしない。
23 giūsaは，後期古スウェーデン語において gøsという直説法現在単数形が見られるのみである
が，giūsaという不定詞の形を仮定し，ここにあげている。
24 liūstaの直説法現在形は，単数形の lȳsterという形しか残されていないが，liūstaという不定詞
の形を仮定し，ここにあげている。
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  brȳta#, drȳpa, frȳsa, krȳpa, -strȳka#, þrȳta

brȳta#には briūta#, brūta#, -strȳka#には strūka#という別形が見られる。
 germ. *brewwanは，古スウェーデン語では Holtzmannの法則により bryggja
となり，強変化第3種へ移行している。
 アオリスト現在形を持ち，ū – ȫ – u – uというアプラウトを示す動詞には，
次のものがある25。

  brūta#, būgha#, dūka, lūka （schließen）, lūta, skūva#, slūta, strūka#, sūgha, sūpa

dūkaは，弱変化第2種の変化，lūtaは弱変化第1種及び第2種の変化もする。
dūkaは，後期古スウェーデン語以降に見られるようになる動詞で，中低ドイ
ツ語からの借用語である。
 過去分詞のみが形容詞化して残されているものに duvin, luþin, rutinがある。
更に，母音の長さの問題はあるが，lūinもこれに加えられるかもしれない。
 14世紀半ば頃から，過去複数語幹において過去単数語幹の ȫが幹母音として
用いられている例が見られだす。逆に過去複数語幹から o （この oについては
下記参照のこと） が過去単数語幹に入り込んでいる例も見られるが，こちらは
非常にまれである。
 後期古スウェーデン語では，現在語幹の幹母音 iūの iが他の語幹において本
来の幹母音の前に挿入された例が見られだす。
 後期古スウェーデン語ではまた，短語幹の uが，次音節に i, u, jが無い場合
oになる26。この音変化により，過去分詞は変化形により uと oが交替するこ
ととなる。この uと oの交替は，初めは音環境に従ったものであったが，平均
化により，uも oも本来の音環境以外で用いられるようになり，分布の規則性
が失われる。後期古スウェーデン語では更に，短語幹が，短母音の長母音化も
しくは語幹末子音の二重子音化により長語幹化する。どちらの変化が起こるか
は，語幹末子音が何かにより異なっており，また方言によっても異なってい
る27。これらの変化により，後期古スウェーデン語では過去分詞の形態に様々
な別形が生じることになる。また，過去分詞の oは，一部過去複数語幹にも入
り込んでいく。

25 この他にも，dūvaをここに加えることができるかもしれない。dūvaは中低ドイツ語からの借
用語である可能性がある。
26 Wessén （2012 ［1970］）, §67-68を参照のこと。
27 同書§78を参照のこと。
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1.4. 古高ドイツ語
 古高ドイツ語では germ. euは eoと iuに割れるが，どのような音環境の時に
どちらの母音になるかが方言により異なっている。中部ドイツ語では，germ. 
euは，次音節に前舌高母音，後舌高母音以外の母音がある時 （jが先行してい
る時を除く） は eoに，前舌高母音，後舌高母音，あるいは jがある時は iuに
なったが，上部ドイツ語では，germ. euの eoへの変化は，次音節の母音が非
高母音で jも無いというだけでなく，後続子音が歯音または h < germ. hの時に
限られ，次音節の母音が非高母音で jも無いという音環境でも，後続子音が唇
音または軟口蓋音の時は germ. euは iuになった。以下においては，中部ドイ
ツ語の母音分布を基に論を進めていく。eoは，ごく初期の段階ではまだ eoの
まま現れているが，じきに ioへと変化する。標準階梯の現在語幹から形成さ
れる諸形態では，ioと iuの交替が生じるが，直説法現在1人称・2人称・3人称
単数形と命令法2人称単数形では iu28，その他の形態では ioである。アオリス
ト現在形を持つ動詞では，直説法現在2人称・3人称単数形で i-ウムラウトを受
け ūが ǖになるが，これは綴りには現れない。
 germ. auは，唇音及び軟口蓋音の前では ou，歯音及び h < germ. hの前では ō
になる。直説法過去2人称単数形及び接続法過去形では uに対し i-ウムラウト
が起こるが，綴り上これは現れていない。
 過去分詞は接尾辞が -an-で，幹母音は，語幹が wに終わる動詞を除き （下記
参照のこと），a-ウムラウトを受けた oである。
 以上の音変化の結果，標準階梯の現在語幹を持ち語幹が唇音または軟口蓋音
に終わる動詞のアプラウトは io （iu） – ou – u – o29 （かっこ内は直説法現在単数
形の幹母音） となる。このアプラウトを示す動詞は，次の通りである。

   biogan#, triogan, triofan, fliogan, hiofan, klioban, kriohhan, liogan, liohhan#, 
riohhan, skioban#, sliofan#, smiogan#, stioban

 hiofanは現在形の例しか残されていないが，上部ドイツ語では語幹末子音が
p < b < germ. ƀで，文法的交替の平均化が見られる。
 標準階梯の現在語幹を持ち語幹が歯音もしくは h < germ. hで終わる動詞のア
プラウトは，io （iu） – ō – u – oとなる。このパターンのアプラウトを示す動詞
は，次の通りである。

   biotan, briodan, fliohan, flioʒan, friosan, gioʒan, grioʒan （zerreiben）, （h）lioʒan, 

28 命令法2人称単数形の iuは，直説法への類推によるものである。古ザクセン語の命令法2人称
単数形の iuも同様である。Krahe （71969b）, §79を参照のこと。
29 上部ドイツ語では，現在語幹の幹母音は常に iuである。
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   -（h）niotan, （h）niosan, （h）riosan, kiosan, -liotan, -liosan, nioʒan, rioʒan, siodan, 
skioʒan, slioʒan#, ziohan, dioʒan#, -drioʒan

 friosan, kiosan, -liosan, siodan, ziohanにおいては，文法的交替が見られる。
fliohanにおいては，flioganとの混同を避けるため，文法的交替が排除されて
いる。
 標準階梯の現在語幹を持ち語幹が wに終わる動詞の場合，現在語幹を持つ
すべての形態で幹母音は iuである30。また，過去複数語幹と過去分詞の語幹も
変則的で，幹母音はともに ūである31。よってアプラウトのパターンは iu – ou 
– ū – ūとなる。該当するのは，bliuwan, （h）niuwan, （h）riuwan, kiuwanの4語であ
る。
 アオリスト現在形を持ち語幹が唇音または軟口蓋音に終わる動詞のアプラウ
トは，ū – ou – u – oとなる。次の5語がこれに該当する。

  brūhhan, tūhhan, lūhhan （schließen）, sūgan, sūfan

brūhhanは，過去分詞において，弱変化第1種に倣った形態も示している。
 アオリスト現在形を持ち語幹が歯音に終わる動詞は，アプラウトが ū – ō – u 
– oとなる。このアプラウトを示す動詞は，（h）rūzan# （schnarchen）のみである32。

1.5. 古ザクセン語
 古ザクセン語でも germ. euは，次音節に前舌・後舌高母音以外の母音がある
時 （jが先行している時を除く） は eo，前舌・後舌高母音あるいは jがある時は
iuになる。ただし，後ろに wが続き，その後の母音が非高母音の時は euのま
ま保持される。eoは io, ea, ia, ieといった様々な形に変化し，最終的には開口
度の低い ēになっていく。本稿では ioで代表させる。
 標準階梯の現在語幹を持ち語幹が w以外で終わる動詞の場合，直説法現在
形において単数形はどの人称形も幹母音が iu，複数形は幹母音が ioとなる。
命令法2人称単数形の幹母音は，iuが基本だが，ioの例も見られる。
 アオリスト現在形を持つ動詞では，古高ドイツ語同様，直説法現在2人称・3
人称単数形で i-ウムラウトを受け ūが ǖになるが，やはりこれは綴りには現れ
30 ëは wwの前で iになったため，ë-ww-は iu-w-となった。この変化については，Braune/
Reiffenstein （2004）, §30, Anm.2を参照のこと。
31 Seebold （1970）, 120-121頁では，このタイプの動詞の過去複数語幹と過去分詞の幹母音の長短
は不明とされている。
32 過去複数語幹を持った形態，及び過去分詞の例は残されていない。過去単数語幹を持った形態
も，直説法3人称単数形の raozが1例残されているのみであるが，この語形は auから ōへ変化す
る中間段階の aoを伴っている。
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ない。
 germ. auは開口度の高い ōになる。古高ドイツ語と同様，直説法過去2人称
単数形及び接続法過去形では uに対し i-ウムラウトが起こるが，やはり綴り上
それは表記されていない。過去分詞は接尾辞が -an-で，幹母音は，語幹が w
に終わる動詞を除き（下記参照のこと）a-ウムラウトを受けた oである。
 標準階梯の現在語幹を持ち語幹が w以外で終わる動詞のアプラウトは io 
（iu） – ō – u – o（かっこ内は直説法現在単数形の幹母音）となる。具体的にあげ
ると，次の動詞である。

   biodan, -driogan, driopan, driosan, fliohan, fliotan, giotan, griotan （weinen）, 
hioƀan, hliotan, kiosan, klioƀan, liodan, liogan, -liosan, niotan, skiotan, tiohan, 
-thriotan

 kiosan, -liosan, tiohanにおいては，文法的交替が見られる33。tiohanでは接続
法過去複数形において，tuginと並んで文法的交替が平均化された tuhinという
形態も見られる。
 標準階梯の現在語幹を持ち語幹が wに終わる動詞は，bleuwan, breuwan, 
hreuwanの3語しかなく，どれも用例が極めて少ない。bleuwanは直説法現在3
人称単数形の ūtbliuwid，breuwanは過去分詞の gibreuuan，hreuwanは不定詞の
hreuuan, hreuuuanと直説法過去3人称単数形の hrauが見られるのみである。
　アオリスト現在形を持つ動詞は，ū – ō – u – oというアプラウトになる。該
当するのは次の動詞である。

  brūkan, būgan#, hrūtan# （schnarchen）, lūkan （schließen）, slūtan#, sūgan, -sprūtan

1.6. 古英語
 古英語期以前及び古英語期に入ってから起こった母音の変化には様々な方言
差が見られる。本稿では，母音に関する記述は専ら西サクソン方言の母音につ
いて行い，他の方言については，註で触れるに留めることとする。
 germ. euは，次音節の前舌高母音及び jの前で iuになる。その後 euは ēoに，
iuは īoに変化する34。更にその後，īoは i-ウムラウトにより īeへと変化する35。
33 driosanは直説法現在複数形，fliohanは直説法過去3人称単数形の例しか残されていない。
34 この後の ēoと īoの発展は，方言により異なっている。ノーサンブリア方言では，ēoと īoは，
本来の分布が保持される。マーシャル方言と西サクソン方言では，ēoも īoも本来の使用領域
を越え，ēoが本来 īoが現れるべきところでも，īoが本来 ēoが現れるべきところでも用いられ
るようになるが，ēoで統一する方向に向かう。ケント方言では，ēoと īoは īoに統一される。
Brunner （1965）, §38, §78及び Campbell （2003 ［31968］）, §293-§297を参照のこと。
35 ēo/īoが i-ウムラウトにより変音するのは西サクソン方言のみで，他の方言では，次音節に i, j
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ūは i-ウムラウトを受けると ȳになる。これらの変化により，現在語幹から形
成される諸形態の内，直説法現在2人称・3人称単数形では īe, ȳが36，その他の
形態では ēo, ūが現れることになる。
 germ. auは ēaになる。直説法過去2人称単数形と接続法過去形では，i-ウム
ラウトが排除され，常に uが現れる37。過去分詞は，接尾辞が -en- < -æn- < -an-
で，幹母音は a-ウムラウトを受けた oである。
 標準階梯の現在語幹を持つ動詞のアプラウトは ēo （īe） – ēa – u – o（かっこ内
は直説法現在2人称・3人称単数形の幹母音）である38。このアプラウトを示す動
詞は，次の通りである39。

   bēodan, brēotan, -brēoþan, brēowan, drēogan, drēopan, drēosan, flēogan, flēon, 
flēotan, frēosan, ġēopan, ġēotan, grēotan （weinen）, hlēotan, -hnēopan, hrēodan, 
hrēosan, hrēowan, ċēosan, ċēowan, clēofan, cnēodan, crēopan#, lēodan, lēogan,

   -lēosan, -nēopan, nēotan, rēodan, rēofan, rēocan, rēotan, sēoþan, scēotan40, 
smēocan, snēowan, tēon （ziehen）, þēotan#, þrēotan

ここに更に lēoranを加えることができるかもしれない。rēocanは，時代が下る
と，弱変化第1種の過去形が見られるようになる。þēotanはアオリスト現在形
が併存している （下記参照のこと）。
 germ. hは母音間で脱落する。語幹末が germ. hで終わっていた動詞は，母音

があったとしても，そのまま保持される。Brunner （1965）, §107; Campbell （2003 ［31968］）, §201; 
Lehnert （1978）, §31, 8を参照のこと。
36 直説法現在2人称・3人称単数形において，テーマ母音の iは，アングリア方言では eに弱化
し，西サクソン方言とケント方言ではたいてい脱落する。直説法現在2人称・3人称単数形におけ
る i-ウムラウトは，テーマ母音がまだ iという形で残っていた時期に起こったものである。直説
法現在2人称・3人称単数形の i-ウムラウトについては，方言差が見られる。ēo/īoの i-ウムラウト
については，註35で述べた通りである。ū > ȳという i-ウムラウトは，西サクソン方言とケント
方言では保持されるが，アングリア方言では排除される。Brunner （1965）, §371; Campbell （2003 
［31968］）, §733; Lehnert （1978）, §76a, 101頁を参照のこと。
37 Brunner （1965）, §377; Campbell （2003 ［31968］）, §736, （m）; Lehnert （1978）, §76a, 103-104頁を
参照のこと。
38 標準階梯の現在語幹を持つ動詞とアオリスト現在形を持つ動詞の双方に関連することだが，ア
ングリア方言では，c, g, hの前で ēo, īo, ēaはそれぞれ ē, ī, ē < ǣとなる。Brunner （1965）, §119; 
Campbell （2003 ［31968］）, §222; Lehnert （1978）, §35, 62-63頁を参照のこと。アングリア方言の
内，ノーサンブリア方言では、過去単数語幹が、本来過去複数語幹を用いるべき形態に入り込ん
でいる例が見られる。Brunner （1965）, §384, Anm.7, §385, Anm.4; Campbell （2003 ［31968］）, §740
を参照のこと。
39 cnēodanと snēowanには，それぞれ強変化第7種の cnōdan, snōwanが併存している。
40 sc-で始まる動詞では、sc-と非前舌母音の間に渡り音 ĕが生じることがある。これには scēotan
の他、下記の scūfanが該当する。Brunner （1965）, §92, 2, a） u. b）, §384, 2, Anm.1, §385, Anm.2; 
Campbell （2003 ［31968］）, §180-181, §740; Lehnert （1978）, §30, 2を参照のこと。

－57－



で始まる語尾の前で hが脱落し，幹母音と語尾の母音の約音が起こる41。本来
の強変化動詞第2種で該当するのは flēonと tēon （ziehen） の2語である。約音に
より生じる母音は，他の動詞の幹母音と同一である。従って，アプラウトのパ
ターンは変わらない。強変化第1種の約音動詞と強変化第2種の約音動詞は，現
在形が同形となるが，これが誘因となり，西サクソン方言では強変化第1種の
約音動詞 lēon, sēon, tēon （zeihen）, þēon, wrēonが強変化第2種へ移行している。
 drēosan, flēon, frēosan, hrēosan, ċēosan, -lēosan, tēon （ziehen），及び強変化第1種
から移行してきた lēon, sēon, tēon （zeihen）, þēon, wrēonでは，文法的交替が見ら
れる。約音動詞の内，flēon, lēon, tēon （zeihen）42, tēon （ziehen）, þēon, wrēonにお
ける文法的交替は 0/h～g，sēonにおける文法的交替は0/h～wである。-brēoþan
では平均化が起こり，文法的交替が排除されている。
 flēoganと flēonは，無声子音の前での gの無声化（g > h）により直説法現在2
人称・3人称単数形が，文法的交替により過去複数語幹から形成される諸形態
と過去分詞が同形となるため，古英語後期になると混同されるようになってく
る。
 germ. ǥあるいは germ. kで始まり直後に幹母音が続く動詞の場合，過去複
数語幹と過去分詞では germ. ǥが g，germ. kが cとして現れるが，現在語幹と
過去単数語幹では口蓋化と germ. kの場合は更に歯擦音化により，germ. gが ġ, 
germ. kが ċとなる。該当するのは，ġēopan, ġēotan, ċēosan, ċēowanの4語である。
 アオリスト現在形を持つ動詞のアプラウトは，ū （ȳ） – ēa – u – oである。こ
のアプラウトを示す動詞には，次のものがある。

   brūcan, būgan#, dūfan, hrūtan# （schnarchen）, crūdan, lūcan （schließen）, lūcan# 
（jäten）, lūtan, scūfan#, slūpan#, smūgan#, sprūtan, strūdan, sūcan/sūgan, sūpan, 
þūtan#

ここに更に scūdanも加えることができるかもしれない。sūpanでは，ġesūpedon
という弱変化第2種の過去複数形も見られる。

1.7. 古フリジア語
 フリジア語において germ. euは，古フリジア語以前の時期に，次音節に前舌
高母音あるいは jがあると iuになり，この iuは古フリジア語では iūまたは iō
となる。この変化を受けなかった germ. euは，wが後続している場合を除き，
41 直説法現在2人称・3人称単数形において，西サクソン方言とケント方言では語末音の hが保持
されるが （ケント方言では脱落することもある），アングリア方言では脱落する。Brunner （1965）, 
§374を参照のこと。
42 tēon （zeihen）の過去分詞には，-in-という接尾辞による i-ウムラウトを示す tygenという形態が
残されている。
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古フリジア語で iāになる。
 アオリスト現在形を持つ動詞の直説法現在2人称・3人称単数形では，i-ウム
ラウトが起こったものと考えられるが，これは排除されている。
 古フリジア語では直説法現在2人称・3人称単数形のテーマ母音の iが弱化し
eとなるが，この eは大抵脱落する。テーマ母音 eの脱落した直説法現在2人
称・3人称単数形では語末に子音が重なることになるが，これにより iū, iō, ūの
iu, io, uへの短母音化が起こる。
 germ. auは，古フリジア語では āになる。古フリジア語末期になると，iāに
おけるものも含め，āは開口度の高い ēに変化する。
 過去分詞の接尾辞は -en- < -in-であり、そのため幹母音は i-ウムラウトを受
けた eである。過去複数語幹の幹母音も eである。後者の eについては，過去
分詞の幹母音が類推的に入り込んだものとする説と，直説法過去2人称単数形
及び接続法過去形の幹母音が一般化したという説がある43。
 古フリジア語において，iā （iu, io） – ā – e – e（かっこ内は直説法現在2人称・3
人称単数形の幹母音）というアプラウトを示す動詞には，次のものがある。

   biāda, driāpa, fliāta, iāta, tziāsa/kiāsa, kriāpa#, -liāsa, niāta, riāka, siātha, skiāta, 
wiāka

kriāpaはアオリスト現在形が併存している （下記参照のこと）。
 tziāsa, -liāsa, siāthaでは，文法的交替が見られる。ただし，古西フリジア語で
は，有声の thが dへと変化するため，siāthaにおける文法的交替は排除される
ことになる。なお，古西フリジア語では，有声の thが dへ変化した後，母音
間の dは脱落するようになる。
 wiākaは，強変化第1種の wīkaから形成された動詞である。語幹が kで終
わっている場合，直説法現在3人称単数形においてテーマ母音の脱落した -t（h）
という語尾が付くと，しばしば kは chへと変化した。chtの前で iは iuになる
ので，wīkaからは wiuchtという直説法現在3人称単数形が形成されることにな
るが，この wiuchtにおける iuという幹母音は，強変化第2種の直説法現在3人
称単数形のそれと同じである。そのため wiuchtから逆成されたのが wiākaであ
る。
 germ. kは，語頭にあり直後に幹母音が続く時現在語幹において，語幹末に
ある時過去分詞において口蓋化・歯擦音化し tzになる。この tzは，類推によ
り再び kに引き戻されることがある。たとえば，tziāsaでは，この kへの引き
戻しにより kiāsaという別形が生じている。
43 前者については Siebs （1901）, §136及び Bremmer Jr. （2009）, §132を，後者については van 
Helten （1890）, §269を参照のこと。
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 germ. ǥも口蓋化により jに変化する44。古フリジア語の強変化動詞第2種で
は，germ. ǥが語頭にあり直後に幹母音が続く例は存在していないので，問
題となるのは，germ. ǥが語幹末にある語の過去分詞のみである。この場合，
germ. ǥが jになることで -eji-という音連続が生じるが，これは eiへと変化す
る。よって，語幹が gに終わる動詞のアプラウトは，iā （iu, io） – ā – e – eiとな
る。古フリジア語で語幹が gで終わる強変化動詞第2種は，-driāga, fliāga, -liāga
である （fliāgaに関しては，下記を参照のこと）。なお，この語幹が gで終わる
動詞の -einという形の過去分詞に対して，類推的に形成された -egenという形
の過去分詞が併存していることもある。
 語幹が germ. hで終わる動詞の場合，母音間で germ. hが脱落し約音が起こ
る。fliāと tiāがこれに当たる。現在語幹において iāと語尾の母音が約音し生
じる母音は iāであり，約音前の幹母音と同一である。fliāも tiāも文法的交替
を行う （germ. h～germ. ǥ）。そのため，過去分詞の形態は，語幹が ǥに終わる
動詞と同様，-einまたは -egenとなる。
 fliāgaと fliāは，無声子音の前及び語末での gの無声化 （g > h） により直説法
現在2人称・3人称単数形，命令法2人称単数形，直説法過去1人称・3人称単数
形が，文法的交替により過去複数語幹から形成される諸形態，過去分詞が同形
となった。このことが引き金となり，両者の融合が起こり，fliāが fliāgaを吸
収することになる。fliāgaと fliāが形態上区別されていたことを示す例が残さ
れていないため，古フリジア語でこの過程がどの程度進んでいたか不明である
が，本稿では *fleuǥanは fliāgaという形であげている （上記参照のこと）。
 語幹が wに終わる動詞には br（i）ouwaと （h）riouwaがある。br（i）ouwaは，現
在語幹を持った形態と過去分詞しか残されておらず，幹母音は前者が （i）ou，
後者が ouである。（h）riouwaは，現在語幹を持った形態しか残されておらず，
幹母音は iouまたは iōである45。
 アオリスト現在形を持つ動詞の場合，アプラウトは ū （u） – ā – e – eとなる。
古フリジア語では，次の動詞が見られる。

   brūka, dūka, -glūpa, hrūta# （röcheln）, krūpa#, lūka （schließen）, lūka# （ziehen）, 
skūva#, -slūta#, sprūta

語幹が kに終わる動詞の過去分詞における kの口蓋化・歯擦音化については，
上記を参照のこと。
 （続く）

44 -gg- < - ǥǥ-, -ng- < -nǥでは，gが dzに口蓋化・歯擦音化するが，この変化は強変化動詞第2種の
語幹形成には関わってこない。
45 br（i）ouwaも （h）riouwaも，古西フリジア語の形しか残されていない。
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